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１．組織の概要

１）事業所名 ロードライン株式会社

  代表者氏名 代表取締役 藤原 周太郎

２）所在地 本社    〒845-0012 佐賀県小城市小城町池上1844番地1

⾧崎支店  〒859-3806 ⾧崎県東彼杵郡東彼杵町三根郷1363番地

３）環境管理責任者 迎 聖太

Tel. 0952-71-1161   Fax. 0952-71-1162

Eメールアドレス      rl-smukae@basil.ocn.ne.jp

４）事業の内容 交通安全施設の設計施工

５）建設業許可番号 国土交通大臣許可（般-29）第19793号

  建設業の種類 とび・土工工事業/塗装工事業/土木工事業

  資格等 土木施工管理技士 路面施工技能士 建設機械施工技士

移動式クレーン 玉掛 車両系建設機械 高所作業車

登録標識設置基幹技能士 登録路面標示基幹技能士

６）保有車両一覧 規格 台数 乗用車 規格 台数

3ｔ 4台 営業車 軽自動車 4台

2ｔ 3台 普通車 4台

3ｔ 1台

4ｔ 1台

2ｔ 1台

７）事業規模 売上高：19,300万円（2022年度）

本 社 ⾧崎支店

従業員数 15人 2人

延床面積 491.7㎡ 19.8㎡

８）事業年度 5月1日～翌年4月30日

２．認証・登録の対象範囲

１）事業活動 交通安全施設の設計施工

２）対象事業所 本社、⾧崎支店

標識車

工事車両

ニーダー車

パワーゲート

ユニック車

杭打車
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  ロードライン株式会社は、交通安全施設事業を通して社会に貢献し、地球環境に

 及ぼす影響を最小限にすることで、環境経営の継続的改善を実施します。

 １．下記事項について、環境目標を設定し重点的に取り組みます。

  （１）エネルギー使用量を節約することで二酸化炭素排出量を削減します。

  （２）廃棄物を分別することでリサイクルの促進と排出量を削減します。

  （３）節水に努めます。

  （４）材料を適正に使用することで、化学物質を適正に管理します。

  （５）当社の事業に関する環境関連法規等を遵守します。

  （６）事故防止に努め、環境に配慮した施工を行います。

制定日 2018年 2月   3日

改訂日 2020年 6月 11日

ロードライン株式会社

代表取締役 藤原 周太郎

３．環境経営方針

基本理念

行動指針
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４．実施体制

全従業員数：17名

EA21委員会

瀬戸 啓希

各 部門⾧

4人

事務所

5人

冨嶋 成樹

役割分担表

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する
・環境への取組を実施するための資源(人・物・金)を準備する
・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する
・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを
 構築、実行し、環境実績を向上させる
・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する
・3ヶ月に1回、環境経営目標の達成状況 及び 環境経営計画の
 実施状況を確認・評価する
・上記の結果を代表者に報告する
・3か月に1回開催し、環境経営目標 及び 環境経営計画の実施状況を
 審議する
・環境管理責任者を補佐し、EA21文書 及び 記録類、基礎
 データの作成・維持・集計・管理を行う
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う
・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する
・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を遵守する
・自部門に関連する緊急事態への準備 及び 対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

山田 欣也

EA21事務局

山口 かおる

代表者

藤原 周太郎

環境管理

責任者

迎 聖太

10人

役割・責任・権限

本社 工事課

部門⾧

全従業員

所属

代表者

環境管理責任者

EA21委員会

EA21事務局

⾧崎支店

2人

藤原 哲也
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５．環境経営目標

運用期間：2022年5月～2023年4月

基準年

全社 kg-CO2 82,323 79,030 78,618 78,207 77,795

事務所 L 6,854 6,580 6,546 6,511 6,477

現場 L 1,195 1,147 1,141 1,135 1,129

事務所 L 891 855 851 846 842

現場 L 14,822 14,229 14,155 14,081 14,007

③電気使用量の削減 事務所 kWh 14,605 14,021 13,948 13,875 13,802

事務所 kg 43 41 41 41 41

現場 kg 5,854 5,620 5,591 5,561 5,532

事務所 kg 750 720 716 713 709

現場 ％ 100 100 100 100 100

事務所 ㎥ 209 201 200 199 198

事務所 管理 管理 管理 管理 管理

事務所 グリーン製品の優先購入 グリーン製品の優先購入 グリーン製品の優先購入 グリーン製品の優先購入 グリーン製品の優先購入

全社 回 1 1 1 1 1

全社 件 0 0 0 0 0

備考

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力㈱ 令和元年度 二酸化炭素調整後排出係数 0.371kg-CO2/kWhを使用しました。

※化学物質使用量の把握と適正管理は、月1回使用量の管理を行っています。

①一般廃棄物排出量の削減

②産業廃棄物のリサイクル率の向上

②軽油使用量の削減

2

2023年度

（4.5％削減）

2018年9月～

2019年8月

2022年5月～

2023年4月

④ＬＰＧ使用量の削減

単位

目 標

2018年度

2023年5月～

2024年4月

2024年5月～

2025年4月

2025年5月～

2026年4月

①ガソリン使用量の削減

環 境 目 標 サイト区分

2022年度

（4％削減）

2025年度

（5.5％削減）

 1.二酸化炭素排出量の削減

2024年度

（5％削減）

 3.水使用量の削減

 4.化学物質使用量の把握と適正管理

 5.グリーン購入の推進

 6.環境保全活動の推進（清掃活動等）

 7.環境に配慮した施工（事故・苦情の発生）
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６．環境経営計画

１．二酸化炭素排出量の削減 運用期間：2022年5月～2023年4月

①時間に余裕のある走行

②車運転時の無駄なエアコンの使用は止める

①不要なアイドリングをしない

②急発進、急停車をしない

①不要な照明の消灯（不在エリア、昼休み等）

②エアコンの温度は夏季28℃、冬季20℃に設定する

①不要なＬＰＧを使用しない

②ライン引きのミスを防止する

２．廃棄物排出量の削減

①コピー用紙の両面使用

②使用済用紙の再利用

瀬戸 ①廃棄物は確実に分別を行う

３．水使用量の削減

①水を流しながら他の作業をしない

②スコップ等を洗う際は泥を落としてから水洗いする

４．化学物質使用量の把握と適正管理

迎 ①材料使用量の把握及び所定の場所への保管

５．グリーン購入の推進

①グリーン製品の優先購入

②在庫を確認してから購入する

６．環境保全活動の推進

①会社周辺の清掃活動

②エコドライブ講習の実施

７．自らが施工する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

①事故の防止

②苦情の防止

責任者

取 組 目 標 責任者

グリーン購入の推進

取 組 目 標

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

ＬＰＧ使用量の削減

取 組 目 標 責任者

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物のリサイクル率の向上

化学物質使用量の把握と適正管理

取 組 目 標 責任者

水使用量の削減

活 動 計 画

活 動 計 画

活 動 計 画

活 動 計 画

活 動 計 画

活 動 計 画

電気使用量の削減 迎

山口

藤原周

迎

迎

迎

迎

取 組 目 標 責任者

環境保全活動の推進

取 組 目 標 責任者

迎

取 組 目 標

環境に配慮した施工 迎

責任者 活 動 計 画
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７．環境経営目標の実績
運用期間：2022年5月～2023年4月

事務所 22,555 18,777 120% 〇
現 場 56,475 46,108 122% 〇

事務所 6,580 4,123 160% 〇
現 場 1,147 2,108 54% ×

事務所 855 1,018 84% ×
現 場 14,229 10,626 134% 〇

事務所 14,021 17,747 79% ×
現 場 ー ー ー ー

事務所 41 0 ー 〇
現 場 5,620 4,602 122% 〇

事務所 720 430 167% 〇
現 場 ー ー ー ー

事務所 ー ー ー ー
現 場 100 73 73% ×

事務所 201 176 114% 〇
現 場 ー ー ー ー

事務所 管理 管理 ー 〇
現 場 ー ー ー ー

事務所 グリーン製品の優先購入 グリーン製品の優先購入 ー 〇
現 場 ー ー ー ー

達成状況の判定基準 〇：100％以上  △：100％未満90％以上  ✕：90％未満
※目標未達成の理由：・ガソリン、軽油使用量の削減の目標未達成の理由は、工事量の

           増加に伴い、移動距離が増加したためであると考えられる。

          ・電気使用量の削減の目標未達成の理由は、社内でのコロナ対策として、

           複数の部屋を使用して作業を行ったためであると考えられる。

          ・産業廃棄物のリサイクル率の向上の目標未達成の理由は、

           建設混合廃棄物が最終処分（埋立）となっていることから、

           リサイクル率の低下につながっている。

達成状況

ー

実 績目 標

1 1

達成率環 境 目 標 単 位

1.二酸化炭素排出量の削減

①ガソリン使用量の削減

②軽油使用量の削減

kg-CO2

L

L

④ＬＰＧ使用量の削減

2.①一般廃棄物排出量の削減

   ②産業廃棄物のリサイクル率の向上

kg

kg

サイト区分

差異の発生の原因と対策
工事量等の影響もあり目標達成できていない項目があった。

目標達成できなかった項目については、今まで以上に節約の意識

を持って活動に取り組んでいきたい。

〇

㎥

全 社

③電気使用量の削減 kWh

4.化学物質使用量の把握と適正管理

5.グリーン購入の推進

6.環境保全活動の推進

％

3.水使用量の削減

ー 〇7.環境に配慮した施工（事故・苦情の発生） 件 全 社 0 0
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８．環境経営計画の取組結果とその評価、今後の取組内容

１．二酸化炭素排出量の削減 運用期間：2022年5月～2023年4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①時間に余裕のある走行 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②車運転時の無駄なエアコンの使用は止める ー ー ◯ ◯ ◯ ー ー ◯ ◯ ◯ ◯ ー

①不要なアイドリングをしない ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②急発進、急停車をしない ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

①不要な照明の消灯（不在エリア、昼休み等） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②エアコンの温度は夏季28℃、冬季20℃に設定する ー ー ◯ ◯ ◯ ー ー ◯ ◯ ◯ ◯ ー

①不要なＬＰＧを使用しない ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②ライン引きのミスを防止する ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

２．廃棄物排出量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①コピー用紙の両面使用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②使用済用紙の再利用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

瀬戸 ①廃棄物は確実に分別を行う ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

３．水使用量の削減

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①水を流しながら他の作業をしない ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②スコップ等を洗う際は泥を落としてから水洗いする ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

４．化学物質使用量の把握と適正管理

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

迎 ①材料使用量の把握と所定の場所への保管 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

５．グリーン購入の推進

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①グリーン製品の優先購入 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②在庫を確認してから購入する ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

６．環境保全活動の推進

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①会社周辺の清掃活動 ー ー ー ー ◯ ー ー ー ー ー ー ー

②エコドライブ講習の実施 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ◯

７．自らが施工する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

①事故の防止 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

②苦情の防止 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

実施状況の判定 〇：実施できた  ✕：実施できなかった

実施状況

活 動 計 画

活 動 計 画

迎

迎

迎

実施状況

評価

評価

責任者

迎

責任者

実施状況

実施状況

実施状況

評価責任者

活 動 計 画

◯

実施状況

責任者

迎

◯

◯

活 動 計 画

軽油使用量の削減

ＬＰＧ使用量の削減

◯

水使用量の削減

取 組 目 標

取 組 目 標

電気使用量の削減

迎

評価

環境保全活動等の推進

活 動 計 画

化学物質使用量の把握と適正管理

取 組 目 標 責任者

活 動 計 画

取 組 目 標

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物のリサイクル率の向上

取 組 目 標

山口

責任者

藤原周

取 組 目 標

ガソリン使用量の削減

グリーン購入の推進

◯
・積極的に活動を行う。

次年度の取組

次年度の取組

次年度の取組

次年度の取組

次年度の取組

次年度の取組

・工事量、現場の遠近でも影響さ

れるが、今後もエコドライブを心

がける。

・エアコンの温度設定を徹底す

る。

・ライン引きのミスを防止する。

・無駄な廃棄物の排出を抑える。

・節水の意識を徹底する。

・材料の所定の場所への保管を徹

底する。

評価

評価

・環境へ配慮した製品の購入を心

がける。

◯

取 組 目 標 責任者 活 動 計 画

環境に配慮した施工 迎

実施状況
評価

◯

次年度の取組

・事故、苦情の防止に努める。
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☆自動車燃料使用量削減の取組状況

 低排出ガス認定車・燃費基準早期達成車

 の導入（工事車両）

☆電気使用量削減の取組状況

 節電の呼びかけ  空調の適温化

９．環境活動の具体的な取り組み

 エコドライブ10のすすめ
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☆電気使用量削減の取組状況

 LED照明への切替え

 （事務所）  （倉庫）

☆廃棄物排出量削減の取組状況

 コピー用紙の両面使用  使用済用紙の再利用

 廃棄物の分別
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☆水使用量削減の取組状況

 節水の呼びかけ

☆化学物質使用量の把握と適正管理の取組状況

 危険物倉庫の設置
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☆グリーン購入の推進の取組状況

 グリーン購入の呼びかけ

☆環境保全活動等への参加の取組状況

 地域の清掃活動
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
              並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

 当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反等はありません

でした。

 また、関係機関等からの指摘・指導、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

１１．代表者による全体評価と見直しの結果

 今回は2022年5月1日～2023年4月30日の一年間の活動データを収集しました。

1．電気使用量；目標に対し+22%増、使用量+26.5% (3,726kWh)

2．LPG使用量；事務所 0（ガスエンジンエアコンを電気に更新）

         全体 -18% (1,059ℓ) （現場）

3．車両燃料

 ｶﾞｿﾘﾝ使用量；-1.9% (149ℓ) （営業車2台をハイブリッド車に変更）

 軽油使用量  ； -23% (3,440ℓ)

4．全社としてのCO2排出量；64,885kg-CO2排出

       目標（79,030kg ）に対し-18%(-14,145kg-CO2)

       2019年9月期の実績82,323kg-CO2に対して-17,438kg-CO2

この期間の売上高は\. 211,887,599-. で前年度同時期の\. 268,997,834-.に対し

-\.57,110235-. ( -21.2%) と減少した。しかしながら、経常利益金額は\.7,672,358-.

となり、前年度の-\.22,583-.（-0.3%）となり、事業効率は上がっていると判断します。

5．事務所から排出する一般廃棄物；-290kg（目標720kg)

6．上 水；-12% ( 目標201㎥ )

 今後、CO2発生の70%を占める燃料使用量を削減してCO2排出量を減少させる

ために、各車両毎の燃費を把握し、使用頻度なども考慮して車両の更新、

削減が必要と思われます。

代表取締役 藤原 周太郎

・製品廃棄の際の適正な引渡、処理料金の支払い

・再資源化の実施

・適合証明の確認

・騒音の規制基準の遵守

・振動の規制基準の遵守

・使用済自動車の引渡義務

・簡易定期点検 ・引渡義務

・定期検査の実施

・排出量等の把握

法規制等の名称 摘要内容・遵守事項

廃棄物処理法

建設リサイクル法

オフロード法

騒音規制法

振動規制法

自動車リサイクル法

家電リサイクル法

フロン排出抑制法

浄化槽法

化管法

・収集運搬業者及び処分業者との委託契約締結
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